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説 解
 

  

	HIIm旧川川“広報かなぎ ② 

   

48億3,526万円の使いみち 

平成4年度一般会計 2億L647万円の黒字決算 

用 証 
ロ口 

地方交付税…地方自治体の税収が、地域の特

性による格差をなくすため、国

からある一定の基準により与え 

教 育 費…学校教育、社会教育の経費

農林水産業費…農林業の振興、農道、林道の

経費 

られる財源 衛 生 費・・・ゴミ処理や健康診断、ガン検診 

町 	債…多額の費用を必要とする事業を などの経費 

行なうため国、県からの借入金 公 債 費・・・起債借入の償還金 

国庫支出金…町が支出する特定の経費に対し 民 生 費…高齢者や児童、障害者の福祉に 

て国が交付する支出金 かかる経費 

県支出金…町が支出する特定の経費に対し 土 木 費・・・道路整備や住宅建設、除雪など 

て県が交付する支出金 の経費 

九
月
定
例
議
会
で
平
成
四
年
度
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
各
決
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

一
般
会
計
の
歳
入
が
五
〇
億
五
，
四
八
八
万
一
，
六
五
九
円
（
対
前
年
度
比
八

・
四
％
増
）
、
 

歳
出
が
四
八
億
三
，
五
二
六
万
九
八
九
円

（対
前
年
度
比
九

・
三
％
増
）
と
な
っ
て
お
り
、
翌

年
度
に
繰
り
越
す
財
源
が
三

一
五
万
円
あ
り
差
引
二
億
一
，
六
四
七
万
六
七
〇
円
の
黒
字
計
上

に
至
り
ま
し
た
。
 

皆
さ
ん
か
ら
項
い
た
税
金
や
国
か
ら
の
地
方
交
付
税
の
使
い
道
等
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
 

総 務 費…一般事務や選挙、財産管理など

の経費 

諸支出金…基金積立て金など 

消 防 費・・・消防事務や災害防除活動の経費 



町民一人当りに

使われたお金 

総 額 

375,700円 

議 会 	費 

7,210円 

総 務 	費 

58,448円 

民 生 	費 

34,814 Hi 

衛 生 	費 

38,393円 

労
  

働

4
 

(b
 

費

円
  

5
  

農林水産業費 

46,228円 

商 工 	費 

11,197円 

土 木 	費 

34,148円 

消 防 	費 

20,752円 

教 育 	費 

53,612円 

災害復~日 費 

7,917円 

公 債 	費 

38,145円 

諸 支 出 金 

24,371円 
元 	2 	3 	4 年度 63 

消防費 
267,076 

5.5% 

その他 
344,777 

7.1% 
総務費 

752,224 
15.6% 

諸支出金 

313,656 
6.5% 

土木費 

439,483 
訊1% 

歳 

4,835,261 
単位】千円 

民生費 
448,058 

9.3% 

公債費 
490,925 
10.1% 

農林水産業費 

594,954 
12.3% 

投資的経費 

31.7% 

その他 

31.5% 
教育費 

689,993 
14.3% 

衛生費 

494,115 
10.2% 

億円 
60 

50 

40 

30 

20 

10 

過去5年間のー般会計予算 
［コ歳入 ロコ歳出 

四
八
億
三
？五
一
一六
 

五
〇
億
五
，四
八
八
 

三
五
億
一
，三
八
三
 

三
六
億
八
，七
六
四
 

三
七
億
三
，五
八
三
 

三
九
億
八
，三
〇
八
 

三
〇
億
〇
，〇
三
九
 

三

一
億
四
ニハ
ー
八
 

四
四
億
二
，
一
一〇
五
 

四
六
億
六
，
二
五
五
 

③ 広報かなき―川川mm 

町民ー人当りの税負担 
	

町 税 内 訳 

一人当りの金額

は、平成 5 年 3 月 

31日現在の町の人

口12,870人で’割っ

たもので”す。 

町 民 税 22,741円 

固定資産税 24,330円 

軽自動車税 L053円 

町たばこ税 4,171円 

計 52,295円 

~- 
収入済額 収入未済額 

町 民 税 292,677千円 13,460千円 

固定資産税 313,132千円 49,785千円 

軽自動車税 13,551千円 173千円 

町たばこ税 53,681千円 0 

計 673,041千円 63,418千円 



lIH I I川川I川 広報かなぎ ④ 

性質別経費内訳 

区 	分 

平成 4 年度 平成 3 年度 

増 	減 

（千円） 
決算額 
（千円） 

構成比 
(%) 
決
 
額

円
 

算
千
 

人 	件 	費 1,190,874 24.6 1,118,998 71,876 

物 	件 	費 294,404 6 一 1 320,760 L 	26,356 

維 持 修 繕 費 74,082 1.5 117,849 △ 43,767 

扶 助 的 経 費 99,167 2.0 82,368 16,799 

補 助 的 経 費 705,310 14.6 694,002 11 ,308 

内
 
訳
 

一部事務組合負担金 328,477 6.8 318,616 9,861 

そ 	の 	他 376,833 7.8 375,386 1,447 

公
 
債
 
費
 

491,161 10.2 454,502 36,659 

内 
訳 

元
 
利
 
償
 
還
 
金
 

491,161 10.2 454,460 36,701 

一時借入金利子 0 0 42 L 	42 

積 	立 	金 2
6
9
,
8
3
8
 

5.6 257,898 11,940 

投 ‘資、出資、貸付金 19,880 0
.
4
 

19,910 △ 	30 

繰 	出 	金 160,112 3.3 1
1
4
,
5
3
3
 

45,579 

投 資 的 経 費 1,530,433 31.7 1 	,241,231 2
8
9
,
2
0
2
 

内 訳 

補 助 事業 費 679,181 14.1 211,110 4
6
8
,
0
7
1
 

単 独 事業 費 669,211 13.8 879,964 △210, 753 

県 営事業 費 80,153 1.7 6,930 73,223 

災 害事業 費 101,888 2.1 143,227 L 	41,339 

歳 	出 	合 計 4,835,261 100.0 4,422,051 413,210 

特 別 会 計 
歳 入 1,139,035,772R I 

国 民 健 康 保 険 
歳 出 1,093,843,397P 1 

老 	人 保 健 
歳 入 784,521,084R 

歳 出 777 ,878 ,085R 

農業集落排水事業 
歳 入 236,252円 

歳 出 236,252円 

水 道 事 業 

収益的収入 184, 180,267円 

収益的支出 167 , 551, 699円 

資本的収入 1,338,980円 

資本的支出 87,022,876円 

※資本的支出額の不足分は当年度消費税資本的収支調整額と過年度
分損益勘定留保資金で補てん 

主な歳出の内訳 
（単位】千円） 

総務費・消防費 
広報かなぎ印刷費 	 1,808 
行政情報電算処理費 	8,166 
交通安全対策費 	 8,705 
地域づくり推進事業費 	215,137 
納税貯蓄組合報奨金 	15,024 
参議院議貝選挙費 	 3,766 
津軽北部広域事務組合（消防） 
負担金 	 246,516 
防火水槽新設工事費 	4,841 

民生費・衛生費 
町社会福祉協議会補助金 10,500 
重度心身障害者医療費助成 16,249 
津軽北部広域事務組合（老人福祉） 
負担金 	 9,839 
第1保育所費 
	

56,732 
第 2保育所費 
	

49,584 
第 3保育所費 
	

53,764 
第 4 保育所費 
	

49,367 
川倉児童館費 	 18,022 
児童手当 	 24,075 
国民健康保険特別会計繰出金 

72,779 
ガン検診等委託料 	 13,335 
老人保健特別会計繰出金 38,565 
西北五環境事務組合負担金 61,097 
塵芥処理費 	 17,950 
公立金木病院組合負担金 180,957 
水道事業特別会計繰出金 27,006 

農林水産業費 
水田農業確立対策事業費 22,811 
畜産業費 	 23,578 
農村総合整備モデル事業費 49,794 
広域農道整備促進費 	18,960 
喜良市線林道開設工事費 120,042 
野菜集出荷施設建築工事費 65,497 
野菜周年産地育成事業補助金 

22,916 

土木費 
除雪対策費 	 50,639 
道路新設改良費 	 116,187 
まちづ’くり事業費 	 65,522 
住宅建設費 	 68,815 

教育費 
金木小学校管理費 	 45,623 
川倉小学校管理費 	 18,790 
嘉瀬小学校管理費 	 22,600 
喜良市小学校管理費 	26,951 
川倉小学校建設費 	342,022 
金木中学校管理費 	 31,010 
金木南中学校管理費 	24,282 
公民館費 	 48,521 
運動公園整備費 	 21,814 

その他 
さ〈らまつり助成金 	3,600 
夏まつり助成金 	 3,017 
商工会助成金 	 4,000 
県営水環境整備事業負担金 26,650 
災害復旧費 	 101,888 
長期債償還元金 	 286,728 
長期債償還利子 	 204,197 
基金積立金 	 313,656 



大
川
 
ツ
ル
 

（
下
中柏
木
）
 

外
崎
 
た
け
 

（
蒔
田
）
 

中
谷
 
ギ
ヤ
 

（
上小
栗
崎
）
 

桑
田
 
ミ
ョ
 

（
上
派
立
）
 

板
谷
 
ツ
マ
 

（
神
明町
）
 

原
田
リ
ン
子
 

（
藤枝
）
 

山
中
 
清
市
 

（
冷
水
）
 

原
田
 
ツ
エ
 

（
嘉
瀬
本町
）
 

沢
田
 
フ
ミ
 

（
芦
野団
地
）
 

岡
田
 
ト
シ
 

（
北
本町
）
 

夏
坂
 
徳
蔵
 

（神
明
町
）
 

津
島
 
多
七
 

（
見崎
町
）
 

今
 

カ
ョ

（
喜良
市
川
端
町
）
 

松
川
 
ヒ
サ
 

（
嘉
瀬上
派
立
）
 

8
0歳
に
達
し
た
長
寿
者
夫
婦
 

)
 
（
伊
藤
七
五
郎
 

、一‘
、
i
i
ノ
 

ス
ミ
 

白
川
 
由
士『
 
（蒔
田
）
 

ミ ギ た ツ
ョ ヤけル 

（
下
小
栗
崎
）
 

さ
・く
・
ら
 

(
 

長
寿
を
祝
い
敬
老
大
会
開
催
 

九
十
歳
以
上
の
長
寿
者
四
十
名
 

長
年
に
わ
た
っ
て
社
会
に
貢
献

さ
れ
た
方
々
の
長
寿
を
祝
し
、
明

る
く
健
や
か
な
老
後
を
築
く
た
め

の
誓
い
を
新
た
に
し
よ
う
と
、
平

成
五
年
度
敬
老
大
会
が
九
月
九
日

中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

大
会
で
は
、
長
年
社
会
の
た
め

に
貢
献
さ
れ
た
物
故
者
に
対
し
黙

と
う
を
捧
げ
、
田
中
町
長
が
 
「健

康
に
留
意
し
、
百
歳
ま
で
も
長
生

き
し
て
私
た
ち
に
ご
指
導
下
さ
い
い

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
こ
の
後

九
十
歳
や
八
十
五
歳
に
達
し
た
長
 
 

寿
者
等
に
県
顕
彰
状
、
 

町
顕
彰
状
や
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
 

続
い
て
行
わ
れ
た

小
学
生
の
作
文
朗
読

は
、
日
頃
の
お
じ
い

さ
ん
お
ば
あ
さ
ん
の

こ
と
を
つ
づ
っ
た
作

文
が
発
表
さ
れ
、
お

年
寄
り
た
ち
の
笑
い

や
涙
を
誘
っ
て
い
ま

し
た
。
 

お
昼
に
は
、
お
に

ぎ
り
と
ジ
ュ
ー
ス
が

配
ら
れ
、
 
「扇
松
会
」
の
皆
さ
ん

が
手
踊
り
や
歌
謡
シ
ョ
ー
を
披
露
。
 

こ
の
日
集
ま
っ
た
五
百
人
の
お
年

寄
り
た
ち
は
満
面
の
笑
み
で
楽
し

い
一
日
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
 

※
顕
彰
受
賞
者
は
次
の
と
お
り

県
顕
彰
受
賞
者
 

9
0歳
に
達
し
た
長
寿
者
 

葛
西
 
ギ
ワ
 

（
湯
の
川
）
 

伊
藤
 
ソ
子
 

（
中小
栗
崎
）
 

高
松
 
ち
亘
 

（
湯
の
川
）
 

田
中
 
ミ
ギ
 

（
若
松
町
）
 

原
田
 
リ
ョ
 

（
上古
町
）
 
 田

中
 
き
よ
 

（
南
新
町
）
 

三
上
長
太
郎
 

（
上
小栗
崎
）
 

米
塚
 
ト
ミ
 

（
新
富
町
）
 

阿
部
 
定
直
 

（
芦
野
町
）
 

（
以
上
町
顕
彰
も
同
時
受
賞
）
 

町
顕
彰
受
賞
者
 

9
0歳
以
上
の
長
寿
者
 

棟
方
 
さ
な

（
東町
 

9
8歳
）
 

黒
川
 
ふ
に
（
後
町
 

9
7歳
）
 

角
田
 
サ
ト

（
朝
日町
 
9
6歳
）
 

演
田
 
さ
き
（
嘉
瀬下
派
立
9
6歳
）
 

葛
西
 
つ
よ

（
更生
部
落
9
6歳
）
 

戸
崎
 
チ
ョ

（
湯
の
川
 
9
6歳
）
 

葛
西
 
ち
ぎ

（
若
松町
 
9
5歳
）
 

工
藤
福
太
郎

（
湯
の
川
 
9
5歳
）
 

泉
谷
ヒ
ヤ
ク

（
向
道
 

9
5歳
）
 

外
崎
惣
五
郎

（蒔
田
 

9
4歳
）
 

秋
元
 
ハ
ル

（
新富
町
 
9
3歳
）
 

津
田
 
ソ
ノ

（
下
昭和
町
9
3歳
）
 

加
藤
 
ッ
ョ

（若
松
町
 
9
3歳
）
 

大
佐
賀
三
次
郎

（
向
道
 
9
3歳
）
 

工
藤
喜
代
衛

（
美晴
町
 
9
2歳
）
 

小
山
内
晴
夫

（
美晴
町
 
9
2歳
）
 

藤
元
 
ス
ミ

（
三
軒
町
 
9
2歳
）
 

中
谷
 
カ
ョ

（向
道
 

9
2歳
）
 

徳
田
 
ツ
セ
（
芦
野
町
 
9
2歳
）
 

津
島
 
サ
ョ

（
米町
 

9
2歳
）
 
 山

中
 
ヤ
サ
（
下
鍛
冶
町
9
2歳
）
 

上
森
 
マ
サ

（
昭
和
町
 
9
2歳
）
 

秋
元
 
ヤ
ョ

（
林下
 

9
1歳
）
 

棟
方
ヤ
サ
コ

（
野
崎
 

9
1歳
）
 

石
戸
谷
ヤ
ス

（
神
明
町
 
9
1歳
）
 

今
 

ッ
ナ
（
浦
町
 

9
1歳
）
 

黒
川
 
ソ
ネ

（
野
崎
 

9
1歳
）
 

白
川
 
タ
子

（
蒔
田
 

9
0歳
）
 

角
田
 
こ
と

（
小川
町
 
9
0歳
）
 

白
川
 
ヒ
デ

（
湯
の川
 
9
0歳
）
 

棟
方
お
り
よ

（
野崎
 

9
0歳
）
 

8
5歳
に
達
す
る
長
寿
者
 

楼
庭
 
英
三
 
（
更

生
部
落
）
 

小
野
 

責
 

（
野
崎
）
 

津
田
 
ト
シ
 

（
寺
町
）
 

伊
丸
岡
浅
五
郎
（
喜良
市
上
派
立
 

古
川
 
キ
エ
 

（
下柏
木
）
 

山
中
モ
リ
ェ
 

（
上山
道
町
）
 

西
村
 
ッ
セ
 

（
林
町
）
 

石
戸
谷
末
太
郎
 

（
昭和
町
）
 

小
山
内
タ
ョ
 

（下
古
町
）
 

相
内
 
や
え
 

（
湯
の
川
）
 

古
川
 
タ
ョ
 

（
川
端
町
）
 

岩
村
粂
太
郎
 

（下
昭
和
町
）
 

阿
部
ア
ゴ
リ
 

（神
明
町
）
 

吉
田
 
ミ
セ
 

（
沢部
）
 

斉
藤
 
ギ
ミ
 

（
湯
の
川
）
 

安
田
 
金
作
 

（
上
古
町
）
 

阿
部
 
ヒ
テ
 

（
神
明
町
）
 

津
田
 
ク

ニ
 

（
上古
町
）
 

三
上
 
藤
市
 

（
小川
町
）
 
 

楼
庭
兵
鰍
碑
 

（
中
山
道
町
）
 

津
島

譲
（
寺
町

）
 

逢
坂
マ
講

（
芦野
団
地
）
 

敬
老
大
会
終
了
後
に
お
亡
く
な

り
に
な
っ
た
方
々
に
対
し
ま
し
て

は
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
申
し
上
げ

ま
す
。
 

⑨ 広報かなき H川HHHmH 	 

これからも健康で長生きして下さい 



感
激
し
た
小
学
生
の
作
文
 

「
ぼ
く
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
 

金
木
小
学
校
四
年
 

福
士
 
孔
 

ぽ
く
の
家
族
は
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
お
と
う
さ

ん
、
お
ね
え
ち
ゃ
ん
の
五
人
で
す
。
 

で
も
、
お
と
う
さ
ん
は
、
 一
年
中

で
か
せ
ぎ
に
い
っ
て
る
の
で
、
ぽ

く
と
、
お
ね
え
ち
ゃ
ん
の
め
ん
ど

う
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
み
て
く
れ
て
い
ま
す
。
 

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
日
よ
う
日
に

な
る
と
、
つ
り
に
つ
れ
て
い
っ
て

く
れ
ま
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
 

つ
り
が
上
手
で
、
ぽ
く
に
リ
ー
ル

の
投
げ
方
や
、
 一
本
ざ
お
の
投
げ

方
を
お
し
え
て
、
魚
が
た
く
さ
ん

と
れ
る
方
法
を
お
し
え
て
く
れ
ま

す
。
こ
の
前
、
ひ
み
つ
の
場
所
に

い
っ
た
ら
、
魚
が
バ
チ
ャ
バ
チ
ャ

と
は
ね
て
い
た
の
で
、
と
あ
み
を
 
 な

げ
て
み
た
ら
、
 こ
い
が
ー
ーひ
き

と
、
ふ
な
が
二
十
ぴ
き
く
ら
い
と

れ
ま
し
た
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
 

「
こ
の
ひ
み
つ
の
ば
し
ょ
は
、
ぜ

っ
た
い
、
だ
れ
に
も
お
し
え
な
い

で
お
ぐ
べ
し
己
と
い
い
ま
し
た
。
 

だ
か
ら
、
ぽ
く
は
お
じ
い
ち
ゃ
ん

と
の
や
く
そ
く
を
ま
も
り
ま
す
。
 

そ
の
と
っ
た
さ
か
な
は
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
、
さ
け
を
い
れ
て
つ
け

て
お
き
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
冬

に
お
い
し
い
す
し
が
で
き
ま
す
。
 

お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
大
す
き
で
、
朝

と
夜
に
か
な
ら
ず
た
べ
ま
す
。
 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
あ
し
が
わ

る
く
て
な
か
な
か
歩
け
ま
せ
ん
。
 

で
も
、
お
母
さ
ん
の
か
わ
り
に
、
 

ご
は
ん
を
つ
く
っ
た
り
、
せ
ん
た

く
を
し
た
り
、
さ
ん
か
ん
日
に
来

て
く
れ
ま
す
。
だ
か
ら
ま
い
日
つ

か
れ
て
か
た
が
こ
っ
て
い
る
の
に

ぼ
く
は
あ
ま
り
て
つ
だ
い
も
し
な

い
し
、
く
ち
を
き
き
ま
す
。
で
も

さ
い
き
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
あ
た

ま
が
い
た
く
な
る
と
よ
く
言
い
ま

す
。
ね
て
い
れ
ば
い
い
の
に
、
少

し
す
わ
っ
た
だ
け
で
ま
た
仕
事
を

し
ま
す
。
そ
ん
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
 
 を

み
て
、
ぽ
く
は
ー
つ
の
け
っ
し

ん
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
し
ん

ぶ
ん
は
い
た
つ
を
し
て
お
金
を
た

め
て
、
か
た
た
た
き
の
き
か
い
を

か
っ
て
あ
げ
た
い
の
で
す
。
そ
う

す
れ
ば
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
少
し
で

も
ら
く
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
で

も
せ
ん
せ
い
が
、
 「五
年
生
の
お

わ
り
ま
で
ま
ち
な
さ
い
。」
と
い
っ

た
の
で
、
ぽ
く
は
が
っ
か
り
し
ま
 

「
わ
た
し
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
 

喜
良
市
小
学
校
三
年
 

今
 
悠

」
貝
 

「
い
だ
な
あ
己
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

は
声
を
か
け
て
、
げ
ん
か
ん
に
入

っ
て
い
き
ま
し
た
。
お
く
か
ら
よ

そ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
 

「よ
ぐ
が
ん
ば
る
っ
き
ゃ
あ
己
と

言
い
な
が
ら
出
て
き
ま
し
た
。
 

「
今
月
分
は
、
二
千
円
だ
じ
ゃ
い

と
言
っ
て
、
お
金
を
も
ら
う
と
、
 

「ま
だ
今
度
く
る
じ
ゃ
己
と
言
っ

て
、
次
の
家
に
行
き
ま
し
た
。
 

わ
た
し
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
 
 し

た
。
で
も
い
つ
か
き
っ
と
し
ん

ぶ
ん
は
い
た
つ
を
し
て
、
や
く
一
一

十
万
円
す
る
か
た
た
た
き
の
き
か

い
を
か
っ
て
あ
げ
た
い
で
す
。
そ

れ
ま
で
は
元
気
で
い
て
も
ら
え
る

よ
う
に
か
た
も
み
を
し
て
あ
げ
ま

す
。
そ
し
て
ぽ
く
が
大
人
に
な
っ

て
は
た
ら
く
よ
う
に
な
っ
た
ら
お

ん
せ
ん
に
つ
れ
て
い
っ
て
あ
げ
る

の
が
ゆ
め
で
す
。
 

ぎ
ゆ
う
に
ゆ
う
は
い
た
つ
を
し
て

い
ま
す
。
今
日
は
、
そ
の
し
ゆ
う

き
ん
の
日
で
す
。
 

次
の
家
で
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と

い
っ
し
ょ
に
、
わ
た
し
も
げ
ん
か

ん
に
入
り
ま
し
た
。
 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
わ
た
し
の

こ
と
を
 

「ま
ご
む
す
め
だ
じ
ゃ
己
と
じ
ま

ん
し
て
、
し
ょ
う
か
い
し
ま
し
た
。
 

よ
そ
の
お
ば
あ
さ
ん
は
、
 

「大
っ
き
く
な
っ
た
な
己
と
、
う

な
ず
き
な
が
ら
、
 

「
ち
っ
ち
え
時
は
、
い
つ
も
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
う
し
ろ
に
か
ぐ
れ
で

顔
だ
し
て
い
た
ず
、
今
だ
ら
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
横
に
立
っ
て
、
ち

ゃ
ん
と
あ
い
さ
つ
す
る
よ
う
に
な

っ
た
な
。
大
き
ぐ
な
っ
た
な
己
と

ほ
め
て
く
れ
ま
し
た
。
う
れ
し
か
 
 っ

た
で
す
。
 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
わ
た
し
が

赤
ち
ゃ
ん
の
時
、
め
ん
ど
う
を
見

て
く
れ
ま
し
た
。
 

お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
が
二
人

と
も
仕
事
に
で
て
い
る
か
ら
で
す
。
 

赤
ち
ゃ
ん
の
こ
ろ
は
、
わ
た
し

を
う
ば
車
に
の
せ
て
ぎ
ゆ
う
に
ゆ

う
は
い
た
つ
に
つ
れ
て
い
っ
た
の

で
す
。
だ
か
ら
、
み
ん
な
わ
た
し

の
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
し
た
。
 

「
は
き
は
き
し
て
、
あ
い
さ
つ
い

い
な
己
と
ほ
め
ら
れ
ま
し
た
。
わ

た
し
は
ぎ
ゆ
う
に
ゆ
う
の
し
ゆ
う

金
に
つ
い
て
き
て
よ
か
っ
た
な
と

思
い
ま
し
た
。
 

一
け
ん
ず
つ
あ
い
さ
つ
し
な
が

ら
次
々
と
回
っ
て
い
る
う
ち
に
足

が
い
た
く
な
り
ま
し
た
。
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
つ
か
れ
て
な
い
か
な
あ
と

思
っ
て
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
顔
を
見

て
み
た
ら
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
 

少
し
も
つ
か
れ
た
様
子
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
何
げ
ん
も
回
っ
て

い
る
の
に
、
元
気
だ
な
あ
と
か
ん

し
ん
し
ま
し
た
。
 

二
十
け
ん
ぐ
ら
い
回
っ
て
、
や

っ
と
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
わ
た
し

は
、
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。
 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
車
庫
の
前

で
こ
し
を
お
ろ
し
て
一
休
み
し
ま
 

	 IIHHlIIHHiii I川川広報かなぎ 

！
●
、山
！
，、
‘
!
，
、
‘
『
●
、
‘
」
，

、
‘
！
●、
●
〒
、
‘
！
●
、
」
『
？
・」
”
〒、
」
」
「
●

、
‘
『
●
、
』
〒
、
」
！
，
、
‘
！
〒、
‘
！
●
、
‘
，
，
、
‘

!，
、E
「
，
，‘
『
，、
●
〒
、
L
【
●
、」
！
●、
●
●
●、
」
」●
、
」！
●
、
」
一
 

(
 

(
 



!!

‘
【
●、
‘
■
●
、
‘
！
●
、
‘
『
●
、‘
●
、
」
！
〒
、
‘
！
●
、
‘
！
『
、
‘
『
●

、
‘
！
●
、
‘
！
●
、
‘
！
●
、
‘

！
●
、
‘
！
〒、
●
〒
、
‘
『
●、
‘
『
，
、
‘!
，
、
‘
!
，
、
‘
『
，
、
‘!
?
．‘
【
，、
‘
血
，
、
‘!
?
．」
！
〒、
」
！
 

「働
き
者
の
お
じ
い
さ
ん
と
 
ご

を
と
っ
た
り
し
ま
す
。
時
々
お

お
ば
あ
さ
ん
」
 
じ

い
さ
ん
に
た
の
ま
れ
て
、
わ
た
 

嘉
瀬
小
学
校
五
年
 

し
が
た
ま
ご
を
取
り
に
行
く
と
、
 

原
田

和
．

丁
 
鳥
は
、
わ
た
し
を
ば
か
に
し
て
か
 

か
っ
て
き
ま
す
。
で
も
、
お
じ
い

さ
ん
に
は
そ
う
し
ま
せ
ん
。
お
じ

い
さ
ん
が
い
つ
も
え
さ
を
や
っ
て

か
わ
い
が
っ
て
い
る
か
ら
か
な
あ

と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
小
さ
い
 

<
 

，
 

ひ
よ
こ
も
、
あ
っ
と
い
う
間
に
大
 

わ
た
し
の
お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
 
き
く
な
る
の
か
な
あ
と
思
い
ま
す
。
 

あ
さ
ん
は
、
と
て
も
働
き
者
で
す
。
 

お
ば
あ
さ
ん
は
、
朝
ご
飯
の
前

朝
の
五
時
か
ら
、
タ
方
七
時
こ
ろ
 
や
タ
方
、
畑
に
行
っ
て
、
ナ
ス
や
 

ま
で
仕
事
を
し
ま
す
。
 

ギ
ュ
ウ
リ
な
ど
の
世
話
を
し
ま
す
。
 

お
じ
い
さ
ん
は
、
朝
ご
は
ん
の
 
朝
ご

飯
の
後
は
、
二
人
で
田
ん

前
に
、
七
面
鳥
や
に
わ
と
り
、
チ
 
ぽ

に
行
き
ま
す
。
お
じ
い
さ
ん
が

ャ
ボ
に
え
さ
を
や
っ
た
り
、
た
ま
 
「
今
年
は
、
米
、
全
然
と
れ
ね
な
い
 

へ
 

へ
 

し
た
。
そ
し
て
、
し
ば
ら
く
す
る

と
、
 「や
る
が
い
と
気
合
を
入
れ

て
立
ち
あ
が
り
ま
し
た
。
ゴ
ム
手

ぶ
く
ろ
を
は
め
て
、
こ
ん
ど
は
畑

仕
事
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。
わ

た
し
は
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
は
年
を
と
っ
て
い
る

け
ど
次
々
に
仕
事
を
や
る
か
ら
で

す
。
 

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
き
み
お
い
し
か

っ
た
よ
己
と
、
お
れ
い
を
言
っ
た

ら
、
 

「
い
が
っ
た
な
。
こ
れ
か
ら
も
い
 
 っ

ぱ
い
作
る
か
ら
、食
べ
で
け
ろ
J
 

と
、
に
こ
に
こ
し
な
が
ら
言
い
ま

し
た
。
 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
 一
つ
の
仕

事
が
終
わ
る
と
、
次
の
仕
事
を
し

ま
す
。
い
つ
も
、
に
こ
に
こ
仕
事

を
し
ま
す
。
と
て
も
が
ん
ば
り
や

で
す
。
わ
た
し
は
ど
ん
な
時
で
も

に
こ
に
こ
し
て
い
る
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
、
大
す
き
で
す
。
 

こ
れ
か
ら
も
元
気
で
長
生
き
し

て
下
さ
い
。
 
 

と
言
っ
て
い
る
の
で
、
大
変
だ
な

あ
と
思
い
ま
す
。
 

冬
に
な
る
と
、
お
ば
あ
さ
ん
が

出
か
せ
ぎ
に
行
く
の
で
さ
び
し
く

な
り
ま
す
。
電
話
も
あ
ま
り
か
け

て
よ
こ
さ
な
い
の
で
、
仕
事
が
い

そ
が
し
い
の
だ
な
あ
と
思
い
ま
す
。
 

そ
れ
で
も
、
春
に
帰
っ
て
く
る
と
 

「出
か
せ
ぎ
文
集
、
上
手
に
書
げ

で
あ
っ
た
っ
き
ゃ
己
と
言
っ
て
く

れ
る
の
で
、
と
て
も
う
れ
し
い
で

す
。
 

二
人
は
今
、
毎
週
火
曜
日
の
タ

飯
の
後
、
金
木
の
公
民
館
に
行
っ

て
、
虫
送
り
な
ど
の
た
い
こ
や
手

ぶ
り
金
の
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
 

お
じ
い
さ
ん
は
、
わ
た
し
に
、
 

「
お
め
も
、
太
鼓
た
だ
き
て
な
己

と
い
う
の
で
、
時
々
た
た
い
て
み

ま
す
。
で
も
、
お
じ
い
さ
ん
の
よ

う
に
上
手
に
い
き
ま
せ
ん
。
お
ば

あ
さ
ん
も
た
い
こ
を
や
っ
た
ば
か

り
な
の
に
と
て
も
上
手
で
す
。
一
一

人
と
も
笑
い
な
が
ら
楽
し
そ
う
に

や
っ
て
い
る
の
を
見
る
と
、
わ
た

し
も
や
っ
て
み
た
く
な
り
ま
す
。
 

そ
し
て
、
わ
た
し
も
、
笑
い
た
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
二
人
の
様

子
を
見
て
い
る
と
、
火
曜
日
が

一

番
お
も
し
ろ
い
日
な
ん
だ
な
あ
と

思
い
ま
す
。
 

わ
た
し
は
、
二
人
が
、
い
つ
ま
 

で
も
今
の
ま
ま
元
気
で
い
て
ほ
し
 

い
で
す
。
 

「私
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
」
 

川
倉
小
学
校
五
年
 

泉
谷

晴
美
 

私
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
八
十
 

ー
オ
で
と
て
も
、
ピ
ン
ピ
ン
し
て

い
ま
す
。
 

家
で
は
、
草
か
り
を
し
た
り
、
 

茶
わ
ん
洗
い
な
ど
の
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。
前
ま
で
は
、
つ
え
で
歩

い
て
い
た
の
で
す
が
、
今
で
は
、
 

も
う
、
つ
え
も
使
わ
な
い
で
歩
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で

す
ぐ
近
く
に
住
ん
で
い
る
、
お
じ

い
ち
ゃ
ん
の
友
達
の
家

へ
遊
び
に

行
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
時
々
、
私

の
こ
と
を
、
お
こ
っ
た
り
し
ま
す
。
 

例
え
ば
、
私
が
茶
わ
ん
洗
い
を
し

な
い
時
に
は
、
 

「洗
な
が
あ
い
と
、
言
っ
て
、
私

を
お
こ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
、
私

よ
、
 

「う
る
せ
い
と
、
言
い
ま
す
。
そ

う
す
る
と
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
 

私
を
む
し
し
て
す
ぐ
に
、
ふ
と
ん

の
中
に
入
っ
て
ね
む
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
 

そ
ん
な
時
、
少
し
だ
け
、
私
は
 

「悪
い
こ
と
し
た
な
あ
己
と
思
い

ま
す
。
な
ん
で
、
そ
ん
な
こ
と
を

し
た
ん
だ
ろ
う
と
思
っ
た
り
し
ま

す
。
 

ま
た
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
と

て
も
や
さ
し
い
所
が
あ
り
ま
す
。
 

時
々
、
お
金
を
く
れ
た
り
し
ま

す
。
そ
の
時
の
顔
は
、
と
て
も
や

さ
し
い
顔
を
し
て
い
ま
す
。
私
は

ず
っ
と
、
ず
っ
と
そ
の
や
さ
し
い

顔
で
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
 

け
れ
ど
も
、
私
が
悪
い
事
を
し

た
ら
、
き
び
し
く
し
か
っ
て
ほ
し

い
と
も
思
い
ま
す
。
 

そ
し
て
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
 

い
つ
も
に
こ
に
こ
し
て
、
け
が
や

病
気
も
し
な
い
で
、
金
さ
ん
、
銀

さ
ん
の
よ
う
に
ず
っ
と
、
ず
っ
と
、
 

ず
っ
と
長
生
き
し
て
ほ
し
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
す

が
、
私
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
体

が
じ
ょ
う
ぶ
で
、
い
つ
も
仕
事
は

何
で
も
テ
ギ
パ
キ
で
き
る
よ
う
な
、
 

元
気
な
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
な
っ
て

ほ
し
い
と
心
か
ら
思
っ
て
い
ま
す
。
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